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【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
杉
並
支
部
は
秋
の
仲
間
づ

く
り
月
間
の
出
陣
式
を
、
組
合
員

交
流
会
を
兼
ね
て
8
月
27
日
に
と

し
ま
え
ん
で
2
0
0
人
を
超
え
る

組
合
員
・
家
族
が
参
加
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

午
前
に
支
部
会
館
で
開
催
し
た

普
通
救
急
救
命
講
習
に
参
加
し
た

方
や
、
プ
ー
ル
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
朝
か
ら
楽
し
ん
だ
方
も
い

て
、
午
後
4
時
か
ら
の
出
陣
式
で

は
ビ
ー
ル
も
話
も
進
み
ま
し
た
。

分
会
決
意
表
明
の
後
に
抽
選
会

も
行
な
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
社
ぐ
る
み
で
参
加
し
、
抽
選
会

で
見
事
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ペ
ア
チ
ケ
ッ

ト
が
当
た
っ
た
方
か
ら
は
、
組
合

を「
利
用
す
る
」だ
け
で
な
く「
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
」
と
も
に
や

っ
て
い
き
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
支
部
会
館
で
行
な
っ
て

い
た
従
来
の
出
陣
式
に
は
参
加
し

て
い
な
か
っ
た
若
い
家
族
連
れ
の

参
加
も
多
く
、
月
間
ス
タ
ー
ト
の

勢
い
が
つ
き
ま
し
た
。

杉
並
支
部
は
こ
の
月
間
に
3
つ

の
重
点
①
区
内
70
歳
以
下
組
合
員

の
1
0
0
％
訪
問
②
分
会
セ
ン
タ

ー
交
流
会
の
開
催
③
分
会
若
手
交

流
会
の
開
催
、
を
掲
げ
目
標
達
成

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
荒
川
・
通
信
・
澤
元
達
雄
通

信
員
】
9
月
3
日
に
秋
の
拡
大
決

起
集
会
が
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
第
一
ホ

ー
ル
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
増

山
組
織
部
長
が
開
会
を
宣
言
し
、

本
部
中
村
組
織
部
長
の
来
賓
挨
拶

で
始
ま
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
船
橋
書
記
長
よ
り
方

針
提
案
が
あ
り
、
仲
間
を
増
や
し

運
動
の
輪
を
広
げ
、
組
織
を
強
化

す
る
月
間
に
と
題
し
て
次
の
3
点

を
訴
え
ま
し
た
。
①
仲
間
と
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
、
分
会
と
群
の

組
織
強
化
と
後
継
者
づ
く
り
を
に

ら
ん
だ
月
間
。
②
「
命
の
綱
」
土

建
国
保
を
守
っ
て
育
成
強
化
し
、

憲
法
を
守
る
た
め
の
共
同
の
た
た

か
い
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
月

間
。
③
要
求
実
現
を
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
2
0
0
0
人
支
部
の

回
復
を
は
か
る
た
め
の
月
間
。

続
い
て
全
分
会
、
ザ
・
レ
デ
ィ

ー
ス
荒
川
、
青
年
部
、
荒
友
会
の

決
意
表
明
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
磯
部
副

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、

目
標
70
人
を
や
り
き
る
意
思
統
一

を
行
な
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

スローガンを掲げて「ガンバロー」と唱和する
蒲田キネマ分会の仲間

スローガンコンテスト優勝の
高円寺分会の飯塚夫妻

【
大
田

・
書
記
・

平
山
裕
也

通
信
員
】

大
田
支
部

で
は
秋
の

拡
大
月
間

に
取
り
組

む
に
あ
た

り
、
8
月

25
日
に
大

田
区
産
業

プ
ラ
ザ
で

拡
大
出
陣

式
を
開
催

し
、
持
ち

寄
り
の
成

果
が
9
分

会
か
ら
18
件
あ
り
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
冒
頭
に
葛
西
委
員

長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
本
部
を
代
表
し
て
横
沢
常
任

中
央
執
行
委
員
よ
り
激
励
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ミ
ニ

学
習
会
で
は
、
「
事
業
所
へ
の
対

応
」
と
題
し
、
拡
大
を
展
開
し
て

い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
事
業
所

と
の
関
係
強
化
、
事
業
所
訪
問
行

動
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
し
ま
し

た
。続

い
て
、
日
原
組
織
部
長
が
社

会
保
険
未
加
入
問
題
に
お
け
る
罰

則
強
化
な
ど
情
勢
を
踏
ま
え
た
基

調
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た

月
間
成
功
に
向
け
て
、
次
回
は
何

を
す
る
か
事
前
に
決
め
て
お
く
こ

と
が
重
要
な
ど
、
具
体
的
な
拡
大

行
動
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
各
分
会
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
発
表
と
決
意
表
明
を
行
な

い
、
支
部
青
年
部
・
建
匠
友
の
会

・
ひ
ま
わ
り
の
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会

も
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
を
開
催
し

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
拡
大
出
陣
式

は
終
了
し
ま
し
た
。

台東支部では学習会の中でグループ討論を
行ない、発表しました

台
東
支
部
は
9
月
3
日
、
台
東

支
部
会
館
で
「
秋
の
組
織
拡
大
活

動
者
会
議
」
を
開
き
、
41
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

遠
藤
委
員
長
は
「
今
年
、
東
京

土
建
は
70
周
年
、
台
東
支
部
は
60

周
年
、
組
織
を
減
ら
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
組
合
活
動
で
一
番

重
要
な
の
は
拡
大
。
要
求
実
現
に

は
組
織
増
加
、強
化
は
必
要
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

本
部
の
熊
切
専
従
常
任
中
執
が

「
仲
間
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
を

前
進
さ
せ
よ
う
」
と
題
し
講
演
。

講
演
の
後
半
で
熊
切
さ
ん
は
「
ど

の
よ
う
な
分
会
を
展
望
す
る
の

か
」
と
課
題
を
出
し
ま
し
た
。
各

分
会
で
グ
ル
ー
プ
討
論
し
た
上
で

発
表
し
、
こ
の
秋
の
月
間
の
目
標

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
こ
う
や
っ
て
書
く
と
意

識
す
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
と
好

評
で
し
た
。

ま
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
使
い
火
災
共

済
、地
震
共
済
の
制
度
を
学
び
、最

後
に
松
村
書
記
長
が
3
つ
の
組
織

活
動（
分
会
、人
づ
く
り
、
事
業
所

強
化
）
を
前
進
さ
せ
る
な
ど
の
月

間
基
本
方
針
を
提
案
し
ま
し
た
。

【
日
野
・
書
記
・
三
角
幸
太
郎

通
信
員
】
日
野
支
部
で
は
9
月
3

日
に
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

支
部
執
行
部
と
分
会
組
織
部
長
が

参
加
し
て

拡
大
月
間

を
成
功
す

る
た
め
の

意
思
統
一

の
会
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
前
半

は
講
師
に
年
森
本
部
書
記
次
長
を

招
き
、
建
設
産
業
を
め
ぐ
る
情
勢

と
東
京
土
建
の
運
動
方
針
な
ど
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
後
半
は
舩
津

組
織
部
長
に
よ
る
支
部
拡
大
方
針

の
徹
底
の
た
め
、
こ
の
間
の
組
織

部
の
提
案
事
項
を
再
度
確
認
す
る

作
業
を
詳
細
に
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
部
屋
を
移
し
、
一
人

一
人
の
決
意
表
明
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
回
は
支
部
で
は
出
陣
式
と

決
起
集
会
は
行
な
い
ま
せ
ん
。
よ

り
多
く
の
仲
間
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
か
ら
で
す
。
分
会
で
の
出

陣
式
を
6
日
に
行
な
い
、
中
間
決

起
に
つ
い
て
は
9
月
後
半
か
ら
10

月
前
半
に
か
け
て
、
各
分
会
で
過

去
最
大
級
の
人
数

を
集
め
て
行
な
う

計
画
中
で
す
。

2
カ
月
と
い
う

長
丁
場
。
号
砲
が

鳴
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ

ュ
、そ
の
勢
い
を
推
進
力
に
変
え
、

一
刻
も
早
く
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
に

乗
せ
て
、
月
間
を
乗
り
切
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信

員
】
9
月
3
日
、
北
支
部
は
活
動

者
会
議
後
、
秋
の
拡
大
決
起
集
会

を
行
な
い
ま
し
た
。

支
部
会
館
に
集
ま
っ
た
仲
間
た

ち
は
終
始
明
る
い
雰
囲
気
で
、
参

加
者
は
1
3
0
人
、
若
手
も
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。北
支
部
で
は「
総

対
話
を
基
本
に
全
世
代
で
仲
間
の

つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
」
を
運

動
の
重
点
と
し
て
い
ま
す
。
約
2

カ
月
間
に
わ
た
る
こ
の
月
間
で
、

全
分
会
が
新
し
い
運
動
の
協
力
者

を
一
人
で
も
育
て
る
こ
と
を
目
標

に
、
10
月
1
日
に
行
な
わ
れ
る
飛

鳥
山
公
園
で
の
大
住
宅
デ
ー
、
15

日
の
休
日
行
動
、
11
月
12
日
の
よ

み
う
り
ラ
ン
ド
で
の
東
京
土
建
ま

つ
り
、
ま
た
分
会
独
自
の
レ
ク
な

ど
こ
れ
ま
で
の
支
部
分
会
活
動
を

継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
事
、
す

べ
て
の
群
の
仲
間
と
対
話
し
て
つ

な
が
り
を
深
め
、
新
た
な
対
象
者

掘
り
起
し
を
す
す
め
て
い
く
事
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

7
年
連
続
全
分
会
目
標
達
成
を

目
指
し
て
意
思
統
一
を
し
、
月
間

に
臨
み
ま
す
。

団結を固める荒川支部の仲間

【
江
東
・
書
記
・
後
藤
哲
哉
通

信
員
】
江
東
支
部
で
は
、「
拡
大
」

に
替
わ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

募
集
し
、従
来
の「
拡
大
」の
イ
メ

ー
ジ
を
変
え
、
仲
間
・
事
業
所
と

の
つ
な
が
り
を
強
め
る
訪
問
・
対

話
行
動
、
組
合
の
互
助
の
精
神
を

発
揮
さ
せ
る「
草
の
根
の
活
動
」と

呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
9
月
8

日
、
江
東
区
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
秋
の
出
陣
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
月
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
数
で
は

な
く
、
組
織
力
の
強
化
を
』
の
も

と
、1
4
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
各
分
会
か
ら
の
決
意
表

明
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
。
優
秀
賞
に
は
、
花
火
の
横

断
幕
が
見
事
だ
っ
た
女
性
の
会

「
気
合
は
本
気
！
達
成
花
火
で
50

周
年
」
、
亀
の
甲
羅
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
好
評
だ
っ
た
亀
戸
分
会

「
支
え
あ
う
職
人
の
生
活
」、後
継

者
対
策
部
長
と
謎
の
シ
カ
？
の
協

力
で
勢
い
の
つ
い
た
青
年
部
「
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
が
受
賞
し

ま
し
た
。
分
会
か
ら
の
成
果
持
ち

寄
り
は
10
人
に
な
り
ま
し
た
。

北支部の主婦の会もスローガンを掲げて
「ガンバロー」

ダルマの目入れをした右から大木委員長、
茂呂書記長、野田組織部長

【
西
東
京

・
書
記
・
湯

本
大
樹
通
信

員
】
9
月
3

日
、
安
定
し

た
1
7
5
0

人
支
部
を
実

現
し
よ
う
！

と
、
西
東
京

支
部
で
は
秋

の
拡
大
月
間

成
功
へ
向
け

て
「
17
年
秋

の
大
運
動
学

習
決
起
集

会
」
を
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
、70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

唐
鎌
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
第
1
部
で
木
村
本
部
常
任
中

執
に
よ
る
「
土
建
国
保
と
社
会
保

険
情
勢
、
法
定
福
利
費
の
確
保
」

の
講
演
を
受
け
、
学
習
を
行
な
い

ま
し
た
。

第
2
部
の
決
起
集
会
で
は
、
上

野
組
織
部
長
が「
支
部
結
成
以
来
、

最
大
人
員
は
1
9
1
0
人
。
最
高

現
勢
を
目
指
し
拡
大
月
間
を
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
、
月
間
行

動
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
全
分
会
、
青
年
部

・
主
婦
の
会
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
友
の

会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
か
ら
拡
大
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

春
に
加
入
し
た
仲
間
を
訪
問
し
つ

な
が
り
を
強
め
、
新
た
な
対
象
者

に
は
「
く
ま
モ
ン
ラ
ー
メ
ン
・
く

ま
モ
ン
ふ
り
か
け
」
を
持
っ
て
訪

問
し
ま
し
ょ
う
。

【
三
鷹
武

蔵
野
・
タ
イ

ル
・
島
村
新

記
】
秋
の
仲

間
を
増
や
す

月
間
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し

た
。
春
は
皆

さ
ん
の
協
力

に
よ
り
超
過

達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の

秋
の
月
間

も
、
組
合
員

の
つ
な
が

り
、
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
対

話
型
訪
問
行
動
を
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
対
話
の
中
か
ら
出
た
、

困
っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と
、
組
合

へ
の
ご
意
見
な
ど
、
皆
さ
ん
の
声

を
運
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

8
月
27
日
に
は
三
鷹
市
市
民
協

働
セ
ン
タ
ー
で
活
動
者
会
議
・
出

陣
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
本
部
小
番
書
記
次
長
よ
り
「
建

設
産
業
を
め
ぐ
る
情
勢
と
組
織
強

化
の
課
題
」
に
つ
い
て
講
演
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
群

を
基
本
と
し
た
仲
間
の
対
話
と
つ

な
が
り
強
化
を
重
視
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
秋
の
拡
大
月
間
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
出

陣
式
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
長
挨

拶
の
後
、
乾
杯
し
、
各
分
会
よ
り

目
標
達
成
へ
の
意
気
込
み
を
述
べ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
12
分
会
よ
り

44
人
の
参
加
で
し
た
。

詰
将
棋
の
解
答

�
1
三
歩
�
同
玉
�
1
一
飛
成
�

1
二
金
�
2
二
竜
�
同
金
�
1
四

歩
�
1
二
玉
�
2
二
歩
成
�
同
玉

�
1
三
歩
成
�
3
二
玉
�
3
三
金

�
3
一
玉
�
2
二
と
ま
で
、
15
手

詰
。

小金井公園に集まった240人の
府中国立の仲間

団結の西東京支部

【
府
中
国
立
・
書
記
・
水
川
克

次
通
信
員
】
9
月
3
日
、
秋
の
仲

間
づ
く
り
月
間
出
陣
式
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が

小
金
井
公
園
に
て
盛
大
に
執
り
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
も
過

去
最
多
の
2
4
0
人
で
し
た
。

最
初
は
石
村
委
員
長
は
じ
め
、

来
賓
と
し
て
、
本
部
よ
り
近
藤
書

記
次
長
、
西
多
摩
支
部
・
山
口
委

員
長
、
小
金
井
国
分
寺
支
部
・
鯉

渕
委
員
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
分
会
の
決
意

表
明
、
持
ち
寄
り
成
果
報
告
が
あ

り
、
48
人
も
の
新
し
い
仲
間
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
終
盤

に
近
づ
き
、
お
楽
し
み
の
大
抽
選

会
。
大
人
に
は
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
、
子
ど
も
に
は
ト
イ
ザ
ら

ス
カ
ー
ド
な
ど
が
当
た
る
と
あ
っ

て
、
皆
さ
ん
番
号
札
を
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
、
に
ら
め
っ
こ
。
当
選

番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
宮
澤
書
記
長
か
ら
、

建
設
職
人
の
地
位
向
上
と
賃
金
ア

ッ
プ
の
た
め
に
、
仲
間
を
増
や
し

て
訴
え
て
い
こ
う
と
締
め
く
く

り
、
参
加
者
全
員
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
、
と
も
に
頑
張
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

【
小
平
東

村
山
・
書
記

・
高
倉
一
歩

記
】
小
平
東

村
山
支
部
で

は
8
月
25

日
、
小
平
市

福
祉
会
館
で

1
0
5
人
の

参
加
で
秋
の

仲
間
づ
く
り

出
陣
式
を
開

催
し
ま
し

た
。出

陣
式
は

井
上
執
行
委
員
長
の
「
秋
の
仲
間

づ
く
り
月
間
は
長
期
戦
に
な
り
ま

す
。
今
日
の
料
理
で
み
な
さ
ん
体

力
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
山
内
組
織
部

長
の
方
針
提
案
が
終
わ
る
と
、
お

楽
し
み
の
乾
杯
。
各
分
会
の
代
表

者
、
青
年
部
、
主
婦
の
会
、
け
や

き
の
会
（
シ
ニ
ア
）
よ
り
目
標
達

成
に
向
け
て
の
決
意
・
ス
ロ
ー
ガ

ン
表
明
を
行
な
い
、
12
人
の
成
果

が
持
ち
寄
ら
れ
、
良
い
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
全
員
の
が
ん
ば
ろ
う

三
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
の
秋
の
仲
間
づ
く
り
月
間

で
は
、
組
織
強
化
に
向
け
て
「
つ

な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
訪
問
、

電
話
、
群
会
議
等
あ
ら
ゆ
る
方
法

を
駆
使
し
、
す
べ
て
の
組
合
員
と

の
対
話
を
し
て
い
く
こ
と
が
目
標

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
組

合
員
と
「
つ
な
が
り
」
な
が
ら
組

織
強
化
、
目
標
達
成
に
向
け
て
奮

闘
し
ま
す
。

中野支部は活動者会議で拡大方針などを深めた

【
中
野
・
書
記
・
高
橋
恵
喜
通

信
員
】
中
野
支
部
は
8
月
27
日
に

活
動
者
会
議
、
出
陣
式
を
中
野
コ

ン
グ
レ
ス
ク
エ
ア
で
開
催
、
全
体

1
4
9
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。今
回
は
保
育
ル
ー
ム
を
用
意
、

子
育
て
世
代
の
組
合
員
も
参
加
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

活
動
者
会
議
で
は
近
藤
本
部
書

記
次
長
の
情
勢
と
産
業
対
策
課
題

の
講
演
、
基
調
報
告
、
秋
の
拡
大

基
本
方
針
の
提
案
を
行
な
い
ま
し

た
。
拡
大
方
針
で
は
「
事
業
所
と

の
関
係
強
化
」
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
、深
石
組
織
部
長
か
ら「
事

業
所
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
ち
ら

側
で
垣
根
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
部
分
が
あ
る
。
運
動
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
に
分
会
で
様
々

な
運
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
し
、支
部
で
も
呼
び
か
け
る
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
の
出
陣
式
で
は
、
全
分
会

が
独
自
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
発
表
。

全
分
会
の
目
標
達
成
と
1
％
の
実

増
を
目
指
し
て
、
決
意
を
固
め
合

い
ま
し
た
。
当
日
は
17
人
の
成
果

の
持
ち
寄
り
が
あ
り
ま
し
た
。

過去最多の参加
４８人分の持ち寄りも

事業所対応を学習
社保罰則強化を踏まえ

府
中

国
立

「
草
の
根
の
活
動
」へ

江東

標
語
コ
ン
で
盛
り
上
が
る

大
田

訪問グッズはくまモン
社保情勢を学ぶ

７０周年に組織強く大きく７０周年に組織強く大きく
要
求
実
現
を
確
か
に

荒川

２
０
０
０
人
支
部
回
復
へ

つながるテーマに
組織強化に対話を重視

西
東
京

小

平

東
村
山

土
建
ま
つ
り
in
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
へ
誘
お
う

土
建
ま
つ
り
in
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
へ
誘
お
う

６０
周
年
は
実
増
で

台東

分
会
づ
く
り
話
し
合
う

垣
根
つ
く
ら
ず
に

中野

事
業
所
と
の
関
係
を
強
化

ス
タ
ー
ト
を
決
め
る

日野

中
間
決
起
は
最
大
規
模
で

「
土
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
」

杉並

と
し
ま
え
ん
で
楽
し
く
交
流

春の超過達成バネに
対話型訪問で

協
力
者
を
育
て
る

北

三

鷹

武
蔵
野

全
分
会
Ｖ
７
を
め
ざ
す


